
高時川の特徴

地形上の特徴

・高時川は、扇状地を斜行しています。

・高時川は、天井川です。

河道上の特徴

・河道の水を流すことのできる断面積が十分に確保
されていません。

・堤防は、砂等で積み上げられたものです。

・堤防基盤は砂礫層で透水性が高い地盤です。

４－５０

















二線堤の確保

情報伝達の改善

情報の共有

防災教育の充実

水防団の育成

避難場所確保

道路路盤の嵩上げ

防災情報の伝達速度の高速化

ハザードマップの作成、公表

学校教育を通じて防災教育の拡充

水防工法の伝承、資器材の支援

総合防災に対する支援

自治体と協議しながら支援策の検討を行う

姉川水系における滋賀県の治水の考え方
（ソフト対応）
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姉川水系における滋賀県の治水の考え方
（ハード対応）
・姉川・高時川は天井川であり、堤防が脆く、また洪水
を流すことのできる断面積も小さいです。

・天井川の堤防直下に人家が連担している場所が数
多くあり、一旦破堤すると壊滅的な被害が発生します。

・河道や流域の特性から、大規模な掘削・引堤、放水
路などの河川改修は、時間、コストの面で困難です。

・ダムによる洪水調節と部分的な掘削・引堤による対
策が最も有効です。

・堤防強化については、具体的な実施場所および工法
を検討します。
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姉川・高時川の整備計画を策定する滋賀県は、
これまでの検討で高時川に約３，０００万ｍ３の
治水容量を必要としています。

滋賀県は、「淡海の川づくり検討委員会」での
議論をふまえつつ、ダム計画を含む整備計画
を策定中です。

第３章 まとめ

４－６０
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第４章

丹生ダムの必要性・緊急性
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丹生ダムの必要性・緊急性

１．琵琶湖環境改善は緊急性があり、そのために必
要な水量は、たとえば平成６年では１５，０００万ｍ３

程度です。

２．丹生ダムでは、年あたり、琵琶湖環境改善（利水
容量および渇水対策容量を含む）および姉川・高
時川環境改善のための水量を８，０００～１０，０００
万ｍ３程度貯留することができます。

（注）ここでは、琵琶湖の急速な水位低下抑制を「 善琵琶湖環境改善」、
姉川・高時川の河川環境の保全・再生を「姉川・高時川環境改善姉川・高時川環境改善」と
記述しています。
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７．したがって、丹生ダムにおいては、琵琶湖環境改
善（利水容量および渇水対策容量を含む）、姉川・
高時川環境改善および姉川・高時川治水、堆砂の
ために必要な容量を確保することができます。
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ダム容量について以下の事項を検討

①琵琶湖環境改善のための容量については、
短期間にまとまった流量を放流することから、
下流河川および琵琶湖に及ぼす影響を踏まえ
て検討

②姉川・高時川環境改善のための容量につい
ては、流域の水利用の再検討の結果を踏まえ
て検討

③姉川・高時川治水のための容量については、
費用と効果の観点からどの程度確保するのが
適切か、滋賀県と調整

４－６７



④貯水池の規模をできるだけ小さくするため、
貯水池の効率的な運用を検討

⑤利水のための容量については、利水者に早
急に水需要を精査確認

⑥なお丹生ダムにおいても日吉ダムの振り替
えも考えられるが、丹生ダムと大戸川ダムを比
較すると、開発水量１m3/s当たりに必要な容量
は丹生ダムの方が大きいことから、日吉ダムの
利水容量の振替ダムとしては大戸川ダムで検
討
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治水容量の検討（例）

ケース１（③に相当）

ダム高を数メートル高くして確保できる増容量を利用し、洪水調
節効果の増加を検討します。

【目的】

琵琶湖への環境水量の放流に伴う空き容量を治水容量として
活用することを検討します。

ケース２（④に相当）

【目的】

2)極めて大きな洪水対応のための検討
3)琵琶湖沿岸浸水被害の軽減効果の検討

1)河道改修を行わなくても所定の効果を得るための検討

1)効率的な運用により、所定の目的をローコストで達し得
る可能性の検討
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第５章

丹生ダムが下流河川および琵琶湖に
及ぼす影響
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（１）琵琶湖水位低下抑制のための放流

（２）雪解け水の影響

（３）ダムの放流水質

（４）土砂移動

（５）回遊魚への影響

丹生ダムが下流河川及び琵琶湖に及ぼす
影響
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琵琶湖水位低下抑制のための放流はその
性質上、ある程度短期間でまとまった量を放
流します。この放流による流量・水質上の影
響を検討します。

(1) 琵琶湖水位低下抑制のための放流
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（２） 雪解け水の影響

琵琶湖の溶存酸素量への影響

1) 姉川の融雪出水と溶存酸素変化の関係

2) 現地調査結果（流向・流速ベクトル）

3) 姉川からの溶存酸素供給量

4) まとめ

丹生ダムの流域は豪雪地帯であり、春季には
雪解け水を貯留します。この雪解け水の流量の
減少と琵琶湖の溶存酸素の観点から、雪解け水
の影響について検討します。
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